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国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成支援プログラム 地域共創分

野（育成型）」において、名古屋市立大学から申請した、ヒューマンサイエンスと行政連携

が創るすこやかピアサポートが埋め込まれた社会の実現を目指す「近未来こども環境デザイ

ン拠点」（プロジェクトリーダー：上島通浩 名古屋市立大学大学院 医学研究科教授）が採

択されました。 

名古屋市立大学では、名古屋市および参画機関との産学官金共創により、国連の持続可能な開発

目標（SDGs）に基づく未来のあるべき社会像を実現するための研究開発とそれを支えるシ

ステムの構築に取り組みます。 
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拠点名称 
 

事業期間 

近未来こども環境デザイン拠点 
 

令和４年度から令和５年度まで２カ年度 

３ 参画機関 名古屋市立大学（代表機関）、名古屋市（幹事自治体）、愛知銀行（幹事企

業）、東邦ガス株式会社、興和株式会社、新東工業株式会社、株式会社ア

ラクス、株式会社スギ薬局 
 

４ その他 詳細は、専用ウェブサイトにてお知らせいたします 

       共創の場形成支援プログラム 

             https://www.jst.go.jp/pf/platform/ 

 
 

 

 

 

「共創の場形成支援プログラム 地域共創分野(育成型）」に本学の 

「近未来こども環境デザイン拠点」が採択されました 
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